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透過電子顕微鏡（TEM）を用いたその場観察法は、材料合成や局所加工における構造ダイナミ

ックスを直接解析できる手法である。特に、高温環境下のその場観察では、材料学の基礎過程で

ある融解や凝固などの相変態や材料劣化の過程がわかる。著者の一部は、これまでにレーザ照射

によるタングステン（W）の融点近傍における高温劣化の過程を明らかにした[1]。本研究では、

こうした高融点金属の融解に着目し、モリブデン（Mo）高温表面挙動について調べた。これは、

Mo は高融点材料の中でも展性がある上に、W よりも機械加工が容易であり[2,3]、様々な構造部

品に使われているためである[4]。 

モリブデン薄板にアルゴンイオンビームを照射し、中心に穴が開くまで薄く研磨した。これを

レーザ加熱観察用の試料ホルダーに取り付け、TEMに挿入した。レーザ照射系に取り付けられた

ゴニオメーターで照射方向を調節し、電子顕微鏡内部で試料にレーザを照射した。レーザの波長

は 1064 nm、照射径は 50 m であった。照射加熱中の構造変化を格子像観察し、制限視野電子回

折図形を撮影した。観察時の TEMの電子線加速電圧は 200 kV、試料室の圧力は 10-5 Paであった。 

レーザを Mo 薄板に照射すると、その端表面が液体状に流動した。この流動の結果、薄板の端

には突起が、薄板内部には孔が形成された。これは Mo薄板の端表面の温度が、Mo の融点（2896 

K）に達したことを示した。形成された突起にレーザを照射すると、 薄板内部は結晶のまま、表

面だけが融解した。その後、レーザ出力を減少させると、融解した表面が凝固し、ステップ・テ

ラス構造が形成された。つまり、表面の温度が低下して、液相／ 固相間相転移が観察された。 
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